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論文審査の結果の要旨  
 
論文題名 
 
ドイツ語を母語とする幼児の心態詞獲得・習得に関する研究  
― Rigol コーパスに基づく心態詞 doch と ja の分析 ― 
 
論文審査の要旨 
 
 本論文は、ドイツ語を母語とする幼児が心態詞 (Modalpartikeln) の doch と ja の使い方
をどのように身につけていくか（言語獲得・習得）を「幼児言語データ交換システム CHILDES 
(Child Language Data Exchange System)」の下で公開されている発話コーパスを利用するこ
とで明らかにしたものである。 
 論文の各章の内容を概観する前に、本研究の背景となる 3つの点を述べておく。  
(1) 研究対象となっている語群の名称について 
 ここで研究対象となっている語群 Modalpartikeln は、話し言葉に頻出するもので、他言語
にも機能的に近いものが多数観察されている。これらの語は話し手の心的態度にかかわるとさ
れ、ドイツ語でのこれらの語群を対象とする対照言語学的研究（ロシア語やフランス語との比
較）は 1960年代から始まった。日本におけるドイツ言語学研究では、この術語の直訳である
「話法の不変化詞」と、川島 (1971: 119) による「心態詞」（心的態度を表す詞）が用いられ
ている。牛山氏は、ドイツ語では Modalpartikeln、日本語では「心態詞」という名称を一貫
して用いている。ドイツ語における名称にもさまざまなものがあるが、Harald Weydt が提案
した用語 Abtönungspartikeln （色合いを添える不変化詞）が Modalpartikelnと並んでしば
しば用いられている。ドイツ語におけるこれらの語群は、かなり明白な特徴を持っているにも
かかわらず、その「意味」や「機能」に関しては異論も多く、何をこの語群に含めるかに関し
ても意見は必ずしも一致していない。但し、このような状況の中で、本論文が取りあげる doch 
と ja は誰もが心態詞と認める代表的なものである。 
(2) 幼児の言語獲得、あるいは、言語習得について 
 ドイツ語を母語とする幼児（1歳半から就学前のおよそ 6歳まで）が、心態詞をどのように
学んで使えるようになるかというテーマは、これまで中心的課題としてドイツ語圏で研究対象
になったことはなかった。その第一の理由は、本論文でも指摘されているように、ドイツ語を
母語としない子供たちがドイツ語を外国語として学ぶ際に、心態詞の学習で「ある種の困難」
に直面するという実際的な問題があったからであり、第二の理由は、ドイツ語を母語とする幼
児の心態詞研究に実利的な意味が見いだせなかったからである。しかし、「そもそも人間の言
語がどのように学ばれるのか」という科学的な問いには、発達心理学の観点からも、言語獲得
研究の面からも十分な答えが出ている訳ではない。この意味において、本論文は未知の領域に
踏み入ったパイオニア的な性格がある。 
言語の学ばれ方には、「獲得的側面」と「習得的側面」がある。前者は、「幼児の特定期間に
いわば基盤的知識として獲得され、臨界期が存在する」ものであるのに対して、後者は、「獲
得された言語知識を基に、日常生活におけるインターアクションや学校での学習により徐々に
定着して学習されていく」ものである。本論文の表題に、「獲得・習得」のように表記されて
いる意味は、まさにここにある。すなわち、本論文は、そもそも心態詞が学ばれる過程が獲得
なのか習得なのかが分からないところから出発している。結論の一部を先取りして言うと、牛
山氏が本論文で示したのは、ここで扱われる 2つの心態詞に限っては、その中心的な用法は動
詞第 2位 (V2) という統語的枠組みが獲得された後に、かなり早い時期に獲得されるという点
であり、それ以外の用法が 5歳 5ヶ月までのコーパスにはほとんど出現しなかったことから、
それらの用法は習得であろうという点にある。 
(3) 研究で用いられた言語資料について 
 本論文を支えるのは、巨大な発話コーパスである。「幼児言語データ交換システム」（以下、
CHILDESと呼ぶ）は、1984年に欧米の 20名の幼児言語研究者が構想し、複数の財団と研究
機関からの援助を得てカーネギーメロン大学とハーバード大学が中心となって共同開発され
た。2014 年現在、CHILDES には 32 言語の発話データが収録されており、発話の音声デー
タ、CHAT (Codes for Human Analysis of Transcript) と呼ばれる統一フォーマットに従った
転記データ、解析プログラム CLAN (Computerized Language Analysis System) が含まれ、
インターネットを介して利用できる。牛山氏は、CHILDES開発者の一人と直接コンタクトを
取り、コーパス利用許可を得てから（対象となる幼児の情報、発話状況の情報やコーパスの対
象となった期間などを根拠に）、ドイツ語コーパスの１つ RIGOLコーパスを選択した。同コ
ーパスには 1990 年から 2003 年の 13 年間に渡る 21 名分、延べ 19 万 3000 分の発話デ
ータが収録されているが、2014年現在、まだ 3 名の幼児のデータしか公開されていない。そ
こで、本論文は、出身地と性別が同じ 2人の女児の発話（1歳 9ヶ月から 5歳 5ヶ月までで、
収録回数 129 回、総発話数 20 893）を対象にしている。具体的には、転記されたデータに基
づき、心態詞（とその同音語）が出現した発話を中心にした前後 10 発話を 1パケットとして
データセットを切り出し分析する手法が取られた。本論文の中のデータ分析の信頼性は、この
転記データの妥当性にも依存しているが、牛山氏は、音声データとの照合も行っており、一部
妥当性が明瞭でないデータは事例としてカウントしないという、慎重な方法をとっている。 
以上の 3点を踏まえた上で、以下では各章の概略を説明し、最後に委員会の評価を述べる。 
 本論文は、第 7章の結論部を除くと、全体で 6章の構成になっている。第 1章の序論から第
3章までが用語の定義と先行研究、第 4章から第 6章までが本研究の中心部である。第 1章で
は、本研究の目的と意義、言語資料、研究方法について説明される。ここで特筆すべき点は、
本研究の意義、及び方法である。すなわち、言語獲得・習得の研究の中でモダリティ表現は特
異な地位を占めていることが指摘されており、心態詞の獲得・習得が言語遅滞研究の中で位置
づけられる可能性がある。また、「従来、母語話者の直感で行われがちであった心態詞研究」
とは異なり、本論文は言語コーパス分析と統語的獲得研究、そして発達心理学の研究成果を組
み合わせる方法をとっていることから、従来とは異なる側面から心態詞研究に光をあてている。 
 第 2章では、心態詞に関する先行研究と心態詞の定義が検討されている。1960年代から始
まった現代言語学における心態詞の研究は、その後の発話行為論や語用論研究の進展に伴い注
目されるようになり、研究論文数は加速度的に増加した。それ以前は、話し言葉に頻出する不
要な言葉（文の構成的意味に何ら貢献しない語）と位置づけられていた心態詞は、「話し言葉
研究」の進展の中でも注目された。本論文は Diewald (2009) が挙げた 10の心態詞の特徴を
再検討し、その内、(1) 「他の品詞に属する同音語が存在する」、(2)「中域に置かれる」（文頭
には現われない）、(3)「話し手の心的態度と関係する」、(4)「特定の文タイプに現われる」、(5)
「作用域を持つ」という特徴を「必要条件」とし、中核的な定義とした。この定義に沿った具
体的なドイツ語の心態詞が 17あるとし、これらは第 5章でコーパス内での生起が調査される
対象となっている。この章の最後では、当論文で扱われる心態詞 doch と ja の用法が詳細に
述べられ、心態詞としても複数の読みを持つ点が実例と共に示されている。 
 第 3章では、ドイツ語を母語としない小学生の心態詞の獲得・習得に関する研究、ドイツ語
を母語とする幼児の法助動詞の獲得・習得に関する研究、さらにドイツ国内で生活する外国人
による心態詞の習得に関する研究、自閉症児の発話研究が紹介されている。ここでは、特に（ト
ルコ語やイタリア語を母語とする）移民の小学生たちが心態詞 dochと jaをどのように使って
いるかが詳細に検討されている。 
 第 4章からは、Rigolコーパスを使った実際の分析が提示される。まず、第 4章では、対象
となる 2名の幼児の平均発話長の変化が示され、Rosemarie Tracy によるドイツ語統語構造の
発達段階の基準に沿って、2名の幼児の発話が分析された。結論において、心態詞の獲得が統
語構造の発達段階と並行関係にあることが示されるが、この両者の関係に着目したのは、極め
て独創性がある。 
第 5章では、まず 17の心態詞が 2名の幼児の（1歳 9ヶ月から 5歳 5ヶ月）の発話にどの
ように出現しているかが調査された。その結果、同音語と心態詞の双方が確認されたのは 17
語中 4語 (denn, doch, ja, mal ) で、それ以外は、同音語としてのみ出現が確認されたものが
17語中 10語(aber, auch, eben, eigentlich, einfach, nur, schon, ruhig, vielleicht, wohl )、心
態詞用法のみが確認されたものが 17語中 3語 (bloß, denn, halt )、まったく生起しなかったも
の 17語中 1語(etwa ) という結果になった。 本論文の焦点である心態詞 doch と ja は、い
ずれも同音語としての用法（返答詞としての用法）が先行して現われ、統語構造の獲得の第 3
段階（マイルストーン III：動詞定形第 2位が可能になる時期）になって文の中域に生じるこ
とが分かった。心態詞 doch の用法から 2人の幼児の月齢に沿った意味変化を追ったところ、
「想起」と「反駁」に区別できるものとできないものがあり、先行文脈や発話状況に応じて解
釈が変化しうるという見解につながる。心態詞 ja を含む発話は、「話し手である幼児が意図
する内容や状況が、聞き手との間に共有されていたのかどうか」という点から分析された。そ
の結果、心態詞 jaは、初出から 1年近くは「話し手―聞き手間での知識や情報の共有」は、
できていない時点から使われているケースが観察されるものの、次第に「知識や情報の共有」
が前提となって使われるように変化していることが分かった。第 5章 2節では、返答詞として
の dochと心態詞の doch が、3節では返答詞としての ja と付加疑問詞としての ja、及び心
態詞の ja が幼児 2名のそれぞれの時期における使用頻度として数値的に把握されている。ま
た、心態詞は、言語化されている文脈だけでなく、発話状況や発話場面に参加する人々の共有
知識にも関連すると言われているため、一つひとつの用法がどのような用法に分類されるのか
が慎重に検討されている。 
 第 6章は、幼児の認知発達を推定するために使われる「内的状態語」の中から、「思考・知
識に関する表現」（動詞 wissen, kennen, denken, glaubenなど）を取りあげ、それらの出現
と心態詞の用法の関連性が調査された。当初は weisst du や ich glaub のような定形句の中
で使われるこれらの動詞が、聞き手や第三者の知識に言及するような形で用いられるのはマイ
ルストーン IV（定形後置が可能になる時期）であり、共有知識を前提とする jaが使える時期
と同時期であると見なせる。 
 審査においては、本論文が、母語話者の直感に基づいて行われたものではなく、コーパスデ
ータを用いて 2つの心態詞の出現時期とその様態が詳細に分析された点がユニークであり、高
く評価された。なお、第 1章から第 3章までの先行研究の評価の仕方には、審査員の中から異
論も出された。また、心態詞の定義に関しても、列挙された必要条件が果たして中核的な定義
を構成できるのか否か疑問の声が上がった。また、内的状態語との関係も、本来なら相関関係
を統計的に確定すべき問題であった。しかしながら、このような批判は、論文の主要部分の分
析に影響を与えるものではないという認識を審査員は共通して持った。心態詞の研究は、そも
そも従来の言語研究の手法ではなかなか接近できない対象であり、本論文は公開されている巨
大コーパスを活用することで、新たな言語研究の方向性にチャレンジしたものと言え、博士号
取得のための条件を十分に満たしているという審査員全員の合意に至った。 
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